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当委員会は，公安調査庁長官の平成２９年１１月２０日付けの更新請求に基づいて審

査を行い，結論に達しました。被請求団体に対する更新請求は今回で６回目ですが，今

回も被請求団体である，「麻原彰晃こと松本智津夫を教祖・創始者とするオウム真理教

の教義を広め，これを実現することを目的とし，同人が主宰し，同人及び同教義に従う

者によって構成される団体」について，本日付けで，団体規制法（無差別大量殺人行為

を行った団体の規制に関する法律）第５条第４項の規定により，その観察処分の期間（３

年間）を更新する決定をいたしました。

今回の更新請求については，主に，前回の期間更新決定後の被請求団体の活動状況な

どを取り上げて審査を行いましたが，被請求団体にあっては，松本への絶対的帰依を強

く指導したり，松本の説くオウム真理教の教義を保持して構成員らに徹底して学ばせる

など，依然として，松本及び松本の説くオウム真理教の教義の強い影響下にある状況が

明らかになるとともに，地域社会との融和も進んでいないことなどが認められました。

また，公安調査官による立入検査に対し，組織ぐるみで極めて非協力的かつ不誠実な

態度をとる，あるいは，法令で定められた公安調査庁長官に対する報告事項を報告しな

いといった閉鎖的な態度等が，依然として，認められました。その他諸般の事情を総合

しますと，被請求団体には，将来再び無差別大量殺人行為に及ぶ危険性があり，引き続

きその活動状況を継続して明らかにする必要があると認められたことから，観察処分の

期間を更新することを決定するとともに，観察処分を受けた団体が公安調査庁長官に対

して報告しなければならない事項に関しては，前回の決定で認めた事項を今回も同様に

認めました。

なお，前回の期間更新決定と同様に，被請求団体のうち「ひかりの輪」の名称を用い

る集団に関して，種々の施策を講じて松本及び松本の説くオウム真理教の教義から脱却

しており，被請求団体とは別個の団体である旨の主張がなされましたが，当委員会とし

ては，それらの施策は，過去の過ちに対する真摯な反省に基づき，その在り方自体を変

化させていくものとして実施されたものであるとは認め難いことなどから，「ひかりの

輪」の名称を用いる集団は，依然として，被請求団体の重要な一部を構成しているもの

と判断いたしました。

また，今回の更新請求においては，「Aleph」の幹部構成員であった山田美砂子を中心

とする集団が加わりましたが，同集団については，｢Aleph｣と一定の距離を置いて活動す

るようになった後においても，｢Aleph｣と同様に，松本及び松本の説くオウム真理教の教

義への絶対的帰依を明示的に強調して活動しているものと認められ，被請求団体の重要

な一部を構成しているものと判断いたしました。

これまでの決定の際の当委員会談話で申し上げたところでありますが，当委員会とし

ては，立入検査など観察処分の実施に際しては，今後とも関係者の基本的人権について



の慎重な配慮が必要と考えております。

また，今後，被請求団体において，今までの閉鎖的・欺まん的な態度を改めて，観察

処分を通じて積極的に団体の実態を明らかにするよう真剣に努力するべきであると考え

ますし，悲惨な被害を受けた方々への補償などについても誠実な対応がなされることを

望みます。


